
埼玉県市町村課作成 

実践検討部会 概要 

 

部 会 名 令和２年度アセットマネジメント実践検討部会（グループ B） 

開 催 日 時 令和３年３月１日（月） １４：００～１６：３０ 

開 催 場 所 企画財政部会議室（Web会議） 

出 席 者 

【部会委員】 

 東松山市、幸手市、毛呂山町、川島町、寄居町、杉戸町（２市４町） 

【有識者】 

 有限責任監査法人 トーマツ 

アドバイザリー パートナー 宗和 暢之氏(講演) 

【事務局】 

埼玉県市町村課                  計１４名 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 外部有識者による講演 

４ 取組状況の発表 

５ 意見交換 

６ 閉会 

配 布 資 料 

・次第 

・出席者名簿 

・個別施設計画の運用及び総合管理計画の改訂に向けた取組状況について 

・意見交換テーマ一覧表 

意 見 交 換  ①総合管理計画の見直しについて 

  ○ 個別施設計画の策定及び総合管理計画の改定時にどのような試

算ソフトを使用したか 

【主な意見】 

・ ふるさと財団や各省庁の試算ソフトを使用している団体が多い。町

独自のシステムや Excelを使っている団体も見受けられた。 

・ 部署や担当ごとにバラバラの団体もあり効果額の算定等に課題に

なっているといった意見もあった。 

【有識者から】 

・ 自治体の規模がそこまで大きくない団体については、Excelのよう

な簡単なシステムでも運用していけるのではないか。 

・ ローリング等を実施するのに手の込んだシステムでは使いづらい

ので、使いやすいシステムを使うのがよい。 

 〇 令和３年度におけるアドバイザー派遣事業について 

【主な意見】 

・ 現時点でアドバイザー事業の活用を検討しているので、他団体の



動向等も伺いながら検討していきたい。 

・ 公営企業（上下水道）の活用も検討している団体もある。 

【有識者から】 

・ アドバイザー事業の限度額については令和３年度に入ったら示さ

れる予定である。 

②計画策定及び改訂自の意見聴取について 

 〇 個別施設計画の策定及び総合管理計画の改定時の意見聴取をど

のように実施していくか 

【主な意見】 

・ 個別施設計画を策定する際にはパブリックコメントの実施、外部有

識者の講演、地区別の住民説明会、市民対象のアンケートを実施等

様々な方法で住民への説明及び意見聴取をしている。 

・ 総合管理計画の改定の際、意見聴取方法等は検討中の団体がほとん

どであるが、個別施設計画策定時と同様にパブリックコメントの実

施を考えている団体が多くあった。 

【有識者から】 

・ 長期的なスパンの中で、どこで説明するかが重要である。説明時に

は以下の内容を検討する必要がある。 

・ 個別施設計画についてどこまで説明するかを検討する必要がある。

（総合管理計画で各施設の方針は説明している団体が多く、個別施

設計画はその方針に沿って行うため） 

・ 説明する内容について検討する必要がある。例えば施設維持のため

の費用や、稼働率等がわからないと議論ができないため説明するこ

とも必要となる。 

・ 該当施設に対する住民の理解を深めることも大切（関心が高そうな

学校などは、総合管理計画の内容とバランスが取れているかなど）。 

③総合管理計画及び個別施設計画の運用について 

 〇 個別施設計画の実施状況の確認方法についてどのような手法を

取るか 

【主な意見】 

・ 今年度策定し来年度以降実施していくにあたり悩んでいる。現在

検討しているところである。 

・ 劣化状況調査、ヒアリング、各所管課に管理スケジュールを示す

ことを検討している。 

・ Excel等を使用して確認していくことを考えている。 

【有識者から】 

・ 個別施設計画については現時点で完璧にできていると考えられる

団体は少ない。今後ローリングしながら改善していくことが重要。 



・ 個別施設計画の運用については、各自治体の予算に反映させるこ

とも考えて欲しい。 

〇 総合管理計画及び個別施設計画の PDCAの実施について 

【主な意見】 

・ 実施計画のヒアリングの実施をする予定である。大規模のものは

全庁的な会議にかけて検討する。 

・ 個別支援計画に PDCAサイクルの実施方法について記載し、各所

管課で実施する。 

【有識者から】 

・ PDCAサイクルについては、予算への反映等と重ねていくとなお

よい。実施計画のヒアリング時に個別施設計画のローリング等も

行う手法などが考えられる。 

・ 個別施設計画の計画期間の前半と後半では精度（確度）が異なる。

ローリングを行い、精度を上げていく必要がある。 

 


